
日木古代の墓誌の調査

飛 鳥 資 料 館

飛μ資本附iでは52年度特別展示として「日本古代の墓誌」展を行い，現イFする古代の全基誌、

15ド1：を展示した。それにffう調査成果は同銀『日木古代の墓誌』として既に刊行したが，ここ

ではそれを rm足するな！床で町船王後墓誌の；1�1lixにl見jするIIIJ:坦点をまとめておく。

船王後墓誌は， 現存する：』·i�itti-1,Jix:も古いl北辰�r C66s， 天卒I' 7） の：：r紀をもっ例としてt-'it:iい

が，その ，i己，I主には（1）「天）／」の誌や船氏一肱の人名に刷乍の礼をとっていること，（2)HE°i!1 1:9Jの

冠｛立を「官位」 C'I'＼
・
Iii虫の呼級）とH子んでいること，（3）·個イJ

・
名詞を表記した字音仮名中に『日本， I f,

紀』のみでJrl L、られている自Ii Cへ） . � （りがあることなど， 二， 三の新しい要素が認めら

れる。（1）については既に折摘されているが，史年代に疑問のある小野毛人墓誌を除くと， 71止

紀のill文では文1;1:・形式の整った長谷寺法3伝説m図銘などでも刷字はみられなし 、。（2）の点はがj

記閃録解説で述べた0 1.t誌の文に「勅l協日｛立大仁，，r,',.l.t�』三」とあるのは， tJll文名・が「官｛立」

の話を後の令；jjl＼の｛立｜階（ ’1
＇
＼
°
｛乞） と同級にみていたことを示している。 これにIMI述して叙［立の:rm

山が「才
一
のJ＇（なり｛I：えて功！fQlイi」ったためとされているのも，.!i!l叙令の「�·：i行）＇，�才」の人物に

は特別の叙伎を認めるとする規定と趣行・サ：句に共通性があり，nなされよう。（3）の点は一般

に金石文資料の仮名が’市川仮名の範聞をII\ない，1-1にあって一利微をなしている。世紀の仮名は

巻4で寸!i'徴があるものの，t ，い川＇..＂f-二を伐すa；日Jff!{,ft料によった部分を除けば
’
ド而をm視した多阿

の宇やJ,IT代北方背に基づく
’
h

・
を合み，；1：紀制築段階での修f!fliと考えられるものが少なくなし 、。

墓誌の仮名が；！？紀にしかみられないJIJ
’
Fと共通点をもつことは，理！・放などの伎町的な仮名を

伏川している点と共に，：g誌の火；字感覚の新しさを示すといってよし 、。

問題はこれらの特色をどう考えるかであるが，関録解説ではこの墓誌の製作年代が8世紀初

期まで｜降る11f能性を提示した。もっともこの墓誌が大化。[j代以米文筆をもって仕えた船氏一族

に以l係するものであることを考慮すれば，｝JI］の解釈も不可能で・はなし、。JM勿lの通り， このー肱

高｛｝正 後 J:,'4品、（羽：分） 同lからの検討が必�iであろう。 C!lt�！f治之）
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